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中学校数学科教科書における課題学習の現状と今後のあり方

久保良宏＊．久永靖史＊，椙元新一郎＊，長崎栄三＊＊

要

　　　

約

　

すべての中学校教科書（平成５年度版）に掲載されている課題学習が可能な内容を，課題内容，数学内容，
教育目的， 問題場面， 活動などについて分析した． その結果， 実に多様な課題学習が扱われていることがわ

かった． そして， 個々の教科書は， それぞれの特色をもちつつも， 全体的に， 数学内容では図形が最も多い

こと， 教育目的では， モデル化や特殊化にかかわる課題が少ないこと， 問題場面では， 数学そのものを題材

にしたものが多く， 日常社会の実際的な場面が少ないこと， 生徒の活動では， ひとりで思考活動をするもの

が多く，グループでの共同作業による活動が少ないことなどが明らかになった．課題学習では，多様な見方・

考え方や日常社会の実際的な場面を数学的に考えるといった思考活動も重要であり， 今後， こうした課題も

増えていくことを期待したい，

１． は

　

じ

　

め

　

に

平成５年度からの中学校新教育課程において，
課題学習が取り入れられ，教科書も改訂された，
ところが， 改訂された教科書を表面的に見ると，
課題学習という言葉は見当たらない． これは， 課

題学習が目指している

　

”生徒が主体となった数学

的な活動” が教科書における１つの特設された単

元だけでなされるべきではなく， 数学教育すべて

を通して行われるべきであるという課題学習の理

念に照らせば当然のことであろう． しかしなが

ら， 改訂された教科書には， 課題学習を念頭にお

いたと思われる工夫が多くなされている， そこ

で， 本論では， このような工夫を課題学習の具体

的な姿ととらえ，中学校数学科教科書における課
題学習を分析することによって， 課題学習の今後

のあり方を考察する，

　

ところで， 教科書の分析や， 数学の指導と教科

書の関係については， これまでに， いろいろな角

度から多くの研究がなされてきている１｝， また，
課題学習についても， 新しい課題の開発

２｝に関す

る研究は， これまでにいくつも発表されている．

＊ 東京都共立女子中学校
＊＊ 国立教育研究所

　

これらに対して本論は， 教科書における課題学

習の扱い方の総合的な分析を通して， 課題学習の

現状と今後のあり方を考察するものである．

２． 研 究 の

　

目

　

的

　

中学校の数学科教科書における課題学習の扱い
方を

　

”生徒が主体となった数学的な活動ができ

る”という視点に照らして分析することにより，
課題学習のあり方を考察するのが本研究の目的で
ある，

３． 研 究 の 方 法

　

平成５年度に発行された教科書すべて （６社・

３学年合計１８冊）を調査対象として， 課題学習

が可能であると思われる部分を取り出して分析す
る，

　

（１） 課題学習が可能な部分をとらえる方法

　

調査対象の教科書には， 本論の
「はじめに」で

述べたように，
「課題学習」 と銘打った部分はな

い， しかし， 課題学習を念頭において， 明らかに

今までの教科書とは異なる工夫がなされている．
そこで本研究では， 単元の章や節の名称とは別の

名称がつけられ， しかも， 教授学習することが可

能な部分を， 課題学習が可能な部分ととらえる．
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以下， これらを単に課題学習と呼ぶことにする，
具体的には次のような名称の部分である．
「数学の考え方と使い方」「数学のたんけん」
「学んだことを活用しよう」「数学を楽しく一「言

葉の由来」「数学のひろば」「やってみよう・考え

てみよう」 ……など．

　

（２） 課題学習の分析方法

　

それぞれの教科書の課題学習を，
「生徒が主体

となった数学的な活動ができる」という視点から

考察するために， 次のような分析の観点を設け

た．

　

「課題内容」「数学内容」「教育目的」「問題場

面」「教師・生徒の活動」「図的表現」「設定場所」
「教師用指導書での扱い方」「前年度教科書の扱い

方」「生徒の意識」「掲載量」

　

これらのうち， 本論では紙幅の関係で， 主とし

て，
「課題内容」「数学内容」「教育目的」「問題場

面」「教師・生徒の活動」 について， 分析， 考察

する． なお， 以下で述べるようなそれぞれの観点

の分類項目は， 分類に先立って固定されたもので

はなく，仮説的な項目を作成しては実験的な分類

を行い， その結果に基づいて項目をさらに修正し

ていくことを繰り返していく中で作られていった

ものである，

① 課題内容からの分析

　

課題学習を分析するためには， まず， 課題学習

の概要を把握する必要がある， そこで， 本研究に

おいて課題学習ととらえたものについて， 課題内

容が類似なものをまとめ， それらに名称を付け

た．

② 数学内容からの分析

課題学習の数学的特徴を明らかにするために，
それらの数学内容を， 次の４項目のいずれか１つ

に分類した．

　

１） 数式的， ２） 図形的， ３）関係的（関数，
確率・統計など）， ４）情報的（数学史， 電卓・

コンピュータ， および，１）～３） に含まれないも

の）

　

③ 教育目的からの分析

　

課題学習の教育的特徴を明らかにするために，
それらの教育目的３）を次の１０項目のいずれか１

つに分類した，

　

１）数学の文化的価値（数学に関する人類の努
力の跡を知ることなど），２） 数学の有用的価値

（数学の実際的な利用を知ることなど），３）数学
の固有な価値 （数学そのもののおもしろさを知る

ことなど），４） 数学的モデル化，５） 一般化，６）

特殊化，７）類推，８）関係的な考え方，９）論理
的な考え方，１０）多様な見方・考え方

　

これらの中で，１）～３） は， 数学にかかわる知

識を感得することに重点があり，４）～１０） は， 数

学的な活動を通して，数学的な見方や考え方を身
につけることを目指したものである，
④ 問題場面からの分析

　

課題学習の題材の特徴を明らかにするために，
それらの問題場面を次の５項目のいずれか１つに

分類した．

　

１） 数学 （数学そのもの），２） 数学史，３） パズ

ル・ゲーム，４） 電卓・コンピュータの使用，５）

日常社会４｝〔（ァ）実際的（現実世界での問題）・

（イ）数学的（数学の問題であるが，現実世界の言
葉で表現されている）〕

　

また， 他教科との関連
５についても調べた．

⑥

　

教師・生徒の活動からの分析

　

課題学習の教授・学習方法の特徴を明らかにす

るために， 課題の提示の仕方から予想される教師

と生徒の可能な活動を，それぞれ次のように分類
した．

　

１） 教師の活動については， 次の２項目のいず

れか１つに分類した．

　　

（ア）知識伝達型

　

（イ）思考喚起型

　

２） 生徒の活動については， ノートで問題解決

を行うことが主ではないものを，

　　

（ア）実験・観察型 （イ）共同作業型
の２項目について分類した， ただし， この場合

は， いずれか一方だけに分類するのではなく， 両

者にあてはめられてもよいものとした，

４， 研究の結果と考察

（１） 課題内容について

　

本研究で， 課題学習であるととらえたものは，
６社教科書 （１～３年） において合計２５５題にお

よんだ． また，１題あたりの平均ページ数は約

１，２ページであり， 総ページ数に対しては約８％

２０１
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が課題学習であった． これら２５５

別に分類すると１５３通りとなり，

数式的内容１課題数
数表 ３（１｝

カレンダー ３（３｝

電車の切符の数字
数の性質 ３

マッチ棒の数（数式的） ２（２｝
虫食い算
覆面算
小町算
魔方陣 ３｛１）

つるかめ算 ３
あぶら算
九章算術 ３
誕生日あて ２

数あて ５｛３｝

９の倍数 １｛１１

団体害－知 １（４）

得票数 ２

デ”フずントス（一次方程式） ２｛２｝

直径を３つに分ける １（５｝
切手４６０円分
２＝３
シーソー Ｔｔｉｉ
星の明るさ
解ける鈍（連立方程式） ｌ
道のりと速さ（連立方程式） ｌ
トランプゲーム １｛４｝

循環小数を分数で表す ３｛１｝
１００との遠い（仮の基準） １｛３）

平方根表 １（４）
′２の秘密 １｛２）

表で因数分解 ｌ
花壇（二次方程式） １（４｝

便利な計算方法 ３｛３｝

言葉の由来・方程 Ｉ
バビロニアの粘土板 ｌ
エラトステネス（錦） ２｛１｝

”について ３（５｝

方程式と線分 ｌ
タイルの数 １｛４｝
不戦勝チーム（トーナメント） ｌ
文章題の起源 ｌ
紙の大きさ（コピー機の倍率） ４｛２｝
言葉の由来・′ ｌ
アーメスノ｛ビルス １｛１｝
＋’

　

－’

　

×１

　

÷ ３
新聞記事（正負の数） ｌ
碁石の数 １｛１｝

的内容

注）課題学習としてはとらえていない
が，教科書の本文中に同様な内容が
ある場合があり，それらの数を課題
数の（

　

）内に示した。

題を課題内容

　　

な名称を付してまとめたものが表． である．
それらに適当

　

表‐１

　

課題内容の分類と課題数

睡引汗多白勺Ｐ勺宅ドー課題数
砂の塔
最短距離（平面空間） ５｛６
テーブル・椅子の胸 １｛５

合同な三角形の移動 １（３）
動かして考えてみよう
月と五円玉
問題を作りかえる ２（２｝
屋形五角形 ４（３｝
角の作図 １（４）
キ蝋 ２（３）
凹多角形 １｛４｝
ルーローの三角形
トリミング ２｛２）
三角形からの垂線・平行線 ３
２つの正三角形 ５｛６）
内心・外心 ２（５｝
相似な図形の長さ
図形を動かして調べる ３（４｝
等技変形 １｛５）
ヒポクラテスの定理 １（２｝
問題を作りかえる（円）
三角定規 １｛４）
陰の長さ ３｛ｌ｝
ピラミッド
ビックの定理
円周の等分点を結ぶ図形 １｛１｝
円と球 ２（２｝
扇形と三角形 ｉ｛２）
座標と四角形
多面体 ５（３１
相似の活用 ｉ

言葉の由来・錯角 ｌ

外角の和 １｛５）
正五角形 ｌ

富士山の山頂から １｛１｝
三角形の角と辺の長さ ｌ

三平方の定理の証明 ３（４｝
ピタゴラス数 ｌ

円に内接する多角形 ２

オイラーの定理 ２（１）
合同な図形に分ける ２
６４＝６５ ２（１）
しきつめ ４（５）
鳩目返し ｉ

ケブラーの正多面体模型 ｌ
屋形多面体 ｉ
正十二面体・正二十面体 ３
立方体を切る １｛６）
折り紙，切り紙 ３（１）
ビリヤード ｌ
′２′３

　

… の作図 １｛５｝
最大の面積 ｌ

黄金比 ６

角の３等分 ｌ

角度を変えて進む Ｉ

エラトステネス（地球の大きさ） ー
己号の由来・上，…，の ２
平行四辺形 ３｛３）
新聞記事（回転する橋） ｌ
ユークリッドの原論 ｉ

砂幻存名目勺Ｐ勺宅奉ー課題数
直線の式で絵をかく

図形上の点の移動 ２０Ｄ

動く歩道 １｛１｝
大小関係をグラフで
ダイヤグラム １（３｝
言葉の由来・関数

観覧車 １（２）
長方形と回りの面積

マッチ棒の数（関係的）
きまりをみつけよう
落下での平均の速さ ー｛４｝
時計の針 ２【１）
パラボラ ３（１｝
周の長さと図形の面積
碁石の敷 １”）
立方体の容器に水をいＭ
フィギュアスケート

テレビ視聴率 １｛３｝
国勢調査 ｌｆ３｝
新聞記事（関数の利用） ｌ

降水確率 ｌ

越生日の確率 ｌ

バスケットボールのバス ｌ

電話連絡網 ｌ

ガリレオ ２

三寒四温 ｌ

地震 ３

乱数 ２｛３）

平行四辺形（座標） ｌ

仮平均（体力測定） １（４）
メジアンとモード ｌ

相対度数 １｛４）

積と和が等しくなる２数 ｌ

奇数の和 ｌ

ガソリンの消費量 ｌ

分銅を作ろう ｌ

′梓冒幸侵白勺Ｐ勺宅撃１課題数
コンピュータ ６

電卓 ７｛５）

コンピュータと２違法 ２｛２）

流れ図 ｉ｛５）

フィールズ賞

国際数学キリンピ汐 ｌ

石取りゲーム ２

「またはＪの意味 ｌ

正しくないことの証明 ー

数学史 ｌ

新聞記事（気象証明） ｉ

記号や式を英語で読むと ｌ

３８
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２０３

　

（２） 数学内容について

全課題 （２５５） の数学内容別の課題数は， 表‐２

のとおりである． 全体としては
「図形的」内容が

１０７と最も多く， 次いで
「数式的」内容が７９で

あり，
「関係的」 内容は４４と 「図形的」 の半数

にも満たなかった． それぞれの教科書の傾向も同

様である，

　

また，
「情報的」 内容は２５で， その半数以上

は電卓・コンピュータに関係するものである．

表‐２

　

数学内容の分類と課題数

豪馨－三是基昼昼轟基舜議
数式的 １２ ２１ ７ １５ １５ ９ ７９

図形的 １３ ３７ １１ １６ １８ １２ １０７

関係的 ▲ｑｌ
１１ ９ ７ ｌｏ ３ ４４

情報的 ５ １２ ｌ ２ ３ ２ ２５

合

　

計 ３４ ８１ ２８ ４０ ４６ ２６ ２５５

　

（３） 教育目的について

教育目的については， 課題だけでなく， 発問の

仕方を含めて分類した，
１０に分類した教育目的ごとの課題数は， 表‐３

のとおりである．１つの課題学習が複数の教育目

的をもっている場合もあるが， 主たる目的１つに

しぼって分類した．

表‐３

　

教育目的の分類と課題数

目的
＼－塾を斗書是起昼昼嚢基嗣
文化的価値 ３ ２１ ３ ５ ワ十 ３ ４２

有用的価値 十ＡＩ ｌｏ ５ ６ ８
１．▲ ３４

固有な価値 ９ ２４ ５ ｌｏ １１ ６ ６５

数学的

　

モデル化 ０ ３ ０ ２ ０ ハｈＶ

一般化 ＱＯ １１ ３ ９ ６ ４ ４１

特殊化 ２ ０ ０ ０ ０ ３

類推 ＱＵ ３ Ｉ ｌ ｌ ３ １２

関係的な考察 ２ ３ ２ ３ ３ Ｉ １４

論理的な考察 ３ ３ ２ ４ ７ ４ ２３

多様な見方等 ｌ ７ ｌ ｌ ４ １５

合

　　

計 ３４ ８１ ２８ ４０ ４６ ２６ ２５５

全体的に，
「文化的価値」「有用的価値」「固有

な価値」といった知識の感得に重点を置いたもの

が１４１で約５５％と多く， その他の， 数学的な活

動を通して数学的な見方や考え方を身につけるこ

とを目的とした課題は，
「一般化」 を除いて少な

いこと力ゞ わかった，

　

こうした全体的な傾向は， それぞれの教科書で

同じように見られるが，Ｒ社において
「多様な見

方・考え方」 が７と， 他に比べて多いのが特徴で

ある， これは， それらの中に
「Ａ 君の意見」 「Ｂ

さんの考え」などの具体的な考え方の例が提示さ

れているからである．

　

（４） 問題場面について

　

問題場面別の分類結果は， 表‐４のとおりであ

る． 全体としては，
「数学」「数学史」「日常社会

の数学的場面」 の合計は１８８であり， 全課題学

習の約７４％を占めた． これに対して，
「パズル・

ゲーム」 「コンピュータ・電卓」 の合計は３６で

約１４％，
「日常社会の実際的場面」 は３１で全体

の約１２％であった． この結果， 課題学習には数

学そのものを扱う場面が多いことがわかった．

　

また， これは， それぞれの教科書でもほとんど

同様な傾向であるが， 特にＰ社， Ｕ 社では，
「日

常社会の実際的場面」 が他と比べて， それぞれ１

で約３～４％と少なく，Ｐ社では，
「コンピュー

タ・電卓」 が， 約１８％と多いことが特徴である．
「数学史」 に関するものでは， 個々の用語や記号

の由来については多いが， 数学の歴史全体を見通

すものや， 定理の発見でのエピソードなどの話題

は少ない．

　

「他教科との関連」 については， 該当する課題

は１４と予想より少なく， その半数以上が理科と

の関連であり， 残りは， 社会科， 美術科， 英語

科， 音楽科， 技術・家庭科との関連であった．

３９

表‐４

　

問題場面の分類と課題数

場面
＼＼＼
敦寒椿是基．長昼轟基会議

数

　

学 １７ ２３ ８ １４ ｌｏ １１ ８３

数学史 ２ １８ ３ ５ ５ ３ ３６

パズル・ゲーム ３ ３ ２ ３ ３ ３ １７

コンピュータ電卓 ６ ６ ２ Ｉ ２ ２ １９

日常社会
実際的 ．・エム ９ ４ ７ ９ Ｉ ３１

数学的 ５ ２２ ９ １０ １７ ６ ６９

合

　　

計 ３４ ８１ ２８ ４０ ４６ ２６ ２５５
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（５） 教師・生徒の活動について

　

教師・生徒の活動についての分類結果は， 表‐５

のとおりである． 教師の活動では， 課題学習とい

う性格上，
「思考喚起型」 がほとんどであろうと

予想したが，
「知識伝達型」 も約２１％あった． 特

に，
「知識伝達型」 が多かった教科書は，Ｐ社と

Ｑ 社のものであるが， Ｐ 社では
「はなしのコー

ナー」， Ｑ 社では 「数学の話」 といった名称の

ページがあるからである． ただし， 教師用指導書

をみると， 必ずしもこれらを課題学習としては扱

っていない場合もある． しかし， 本研究では， こ

れらも課題学習に含めて分析の対象とした， それ

は，
「知識伝達型」 の課題は， 内容を深めたり発

展させたりすることによって 「思考喚起型」とな

るものも多いと思われるからである．

　

また， 生徒の活動では，
「共同作業」 が８と極

めて少なく，
「実験・観察」 の５９も全課題数の

約２３％と少ないことから， 課題学習のほとんど
は，
「ノートで課題を解くだけ」 といった活動で

あることがわかった．

表‐５

　

教師・生徒の活動の分類と課題数

活

　

動
＼、塗選書 轟８基昼轟甚鋸
教

　

師

知識伝達型 １６ ２１ ６ ８ ２ ５４

思考喚起型 １８ ６０ ２７ ３４ ３８ ２４ ２０１

生

　

徒

実験・観察型 ｌｏ １９ ４ ６ １２ ８ ５９

共同作業型 ０ ０ ３ ２ ２ ８

５． お

　

わ

　

り

　

に

　

中学校の数学科教科書には， 全体として実に多

様な課題学習が扱われていることがわかった． そ

して， 個々の教科書は， それぞれの特色をもちつ

つも， 全体的には， 課題学習について次のような

特徴があることが明らかになった． 第１に， 図形

的な内容が多く， 関係的な内容は少ない． 第２

に， 数学的な見方・考え方に関するものは半数以

上あるものの， その中では， 一般化や論理的に考

えるものが多く， 数学的モデル化や特殊化は少な

い． 第３に， 数学そのものの場面がほとんどであ

り， 日常社会の実際的問題場面は少ない． 第４

に， 教師が， 生徒に考えさせていくようなものが

多いが， 生徒が実験・観察したり， 共同で作業し

ていくといったものは少なく， 課題をノートの上

で解いていくものがほとんどである．

　

このような教科書の現状からすると， 今後のあ

り方として， 教科書における課題学習の扱い方

と， 授業における教師の対処の仕方は， 次のよう

に考えられる． 教科書においては， 今後， 多様な

見方・考え方や，日常社会の実際的な場面を数学
的に考えるという課題学習の場面が増えるととも

に，生徒の自主的，共同的な活動を促す場面が増
えることが望まれる． 一方， 教師にとっては， 教

科書のこのような現状を踏まえ， 積極的に種々の

課題を探すとともに， 授業では， 話し合いや実験

を取り入れていくことが必要であろう，
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